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■立命館大学 衣笠キャンパス 敬学館（京都府京都市北区等持院北町 56－1） 

●立命館大学 衣笠キャンパスへのアクセス 

→ＪＲ京都駅・近鉄京都駅から 

・市バス 50（京都駅 B2 のりば）で、立命館大学前バス停下車、 

・市バス 205（京都駅 B3 のりば）で、衣笠校前バス停下車、徒歩 10 分 

・ＪＲバス（京都駅 JR3 番のりば）で、立命館大学前バス停下車 

→阪急西院駅から 

・市バス 205（バス停 西大路四条）で、衣笠校前バス停下車、徒歩 10 分 

→阪急四条大宮駅から 

   ・市バス 55（バス停 四条大宮）で、立命館大学前バス停下車、 

→京阪三条駅から 

   ・市バス 15、59（バス停 四条大宮）で、立命館大学前バス停下車 

→ＪＲ二条駅、地下鉄二条駅 

   ・市バス 15、55（バス停 二条駅前）で、立命館大学前バス停下車 

→ＪＲ円町駅から 

・市バス 15（バス停 西ノ京円町）で、立命館大学前バス停下車 

・市バス 204、205（バス停 西ノ京円町）で、衣笠校前バス停下車、徒歩 10 分 

さらに詳しくは、http://www.ritsumei.jp/accessmap/accessmap_kinugasa_j.html 

 

●立命館大学内 衣笠キャンパス 敬学館へのアクセス 

 

 

 

 

 

 

※敬学館は衣笠キャンパスの南西部分にございます。 

さらに詳しくは、http://www.ritsumei.jp/campusmap/map_kinugasa_j.html 

1.大会会場のご案内 
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大会テーマ：「つながり・絆の持続的発展へ」プログラム概要  

 

10:30－10:40 開会挨拶 中村 正（第 2 回大会 大会委員長） 

10:50－12:20 ポスターセッション （敬学館 教室） 

12:30－13:20 休    憩 

13:30－14:30 基調講演：「障害を持つ人への援助と共生」 

浜田 寿美男（立命館大学特別招聘教授・奈良女子大学名誉教授） 

14:40－16:10 ワークショップ １つのみ受講できます。 

●団 士郎（立命館大学） 

「『対人援助学マガジン』の可能性－WEB 雑誌連載執筆の面々－」 

●望月 昭（立命館大学） 

  「学会を100 倍利用する方法：「対人援助者」が学会・学会誌で発表する 

意味」 

●飯田奈美子（多言語コミュニティ通訳ネットワーク共同代表） 

    「対人援助のコミュニケーションについて考える－対等性、 

固有性、アドボカシー（仮）」他 

16:20－17:50 シンポジウム 3： 

「対人援助における「身体と生活」－共に在ることをめぐる児童自立支援の現場

との対話」中村正（立命館大学） 

18:00－18:20 

会務総務 

18:15－20:00 

レセプション （於：レストランカルム 立命館大 衣笠キャンパス内） 

 

 

 

 

 

 

 

2.大会日程 
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■費用 

  大会参加費 

事前お振込み 2000 円 会員 

当日参加 2500 円 

事前申し込み 2500 円 非会員 

当日参加 3000 円 

 

■事前申し込み方法 

・大会事前参加申込要項を事務局まで、ＦＡＸまたは E-mail でお申し込みください。 

 

※レセプション 懇親会 18:15より、立命館大学内、レストランカルム（大会の会場のご案内の地図参照）にてレセプシ

ョンを行います。参加費は、当日の参加受付と同時に受付予定です。 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ、ポスター発表の２種類です。学会員の皆様はふるってご応募ください。 

・ワークショップ、ポスター発表を行う方は、事前に申し込みを行ってください。 

・ポスター発表の主発表者は、発表内容をポスター形式で掲示してください。それを元に発表者と質問者の間で、ポスタ

ー前にて、質疑応答をしていただきます。 

・申し込みでは、発表方法（ワークショップorポスター）、タイトル、発表者、所属を、ご記入のメール、ＦＡＸ、郵送で申請し

ていただきます。→申し込み先 info@humanservices.jp 

・申し込み期限は、2010 年 10 月 30 日です。

3.参加方法 

4.個人研究発表募集 



【 対人援助学会からのおしらせ 】 
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対
人
援
助
学
会
の
学
会
誌
の
投
稿
受
付
が
近

日
中
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
第
１
報
と

し
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
発
刊
方
針
と
特
色
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
査
読
つ
き
論
文
」

を
発
行
す
る
学
会
誌
で
す
。
執
筆
者
は
、
大
学
や

研
究
所
な
ど
に
属
す
る
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
対
人
援
助
場
面
で
活
動
し
て
い
る
実
践
者

の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
そ
し
て
、
紙
媒
体
を
持

た
な
い
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
発
表
形
式
を
と
り
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、 

①
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
速
さ
：
遅
滞
な
く
報

告
や
要
請
を
社
会
に
行
う
こ
と
が
必
要
な
コ
ン
テ

ン
ツ
も
、
投
稿
か
ら
発
刊
ま
で
の
時
間
の
短
縮
が

可
能
に
な
り
、
緊
急
ア
ピ
ー
ル
と
い
っ
た
機
能
も

担
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

②
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
討
論
の
し
や
す
さ
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
す
の
で
、
発
表
さ
れ
た
論
文
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を
自
由
に
追
加
、
特
集

な
ど
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  
 

       

③
利
用
者
の
拡
大
：
昨
今
の
学
生
や
研
究
者
の

先
行
論
文
の
検
索
に
お
い
て
は
、
「
ネ
ッ
ト
検
索
」
と

い
う
方
法
が
最
も
一
般
的
で
あ
り
、
関
係
す
る
探

索
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
よ
り
、
広
い
範
囲
の
読

者
を
想
定
し
そ
の
利
便
性
と
同
時
に
ア
ク
セ
ス
頻

度
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
「
対

人
援
助
学
研
究
」
は
、
世
界
の
ど
こ
か
ら
で
も
無

料
で
自
由
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

で
す
。 

④
経
済
的
コ
ス
ト
：
印
刷
等
の
コ
ス
ト
か
ら
の
解

放
に
よ
り
、コ
ン
テ
ン
ツ
や
編
集
作
業
に
労
力
を
集

中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
別
論
文
の

字
数
の
自
由
度
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。  

 

■
投
稿
の
申
し
込
み
■ 

近
日
中
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
受
け
付
け
開
始

の
告
知
が
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
奮
っ
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

   

       

対
人
援
助
学
会
研
究
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第

１
回
は
７
月
２
３
日
（
金
）
、
テ
ー
マ
を
「
家
事
紛
争

解
決
に
お
け
る
調
停
の
役
割
」
と
し
、
田
原
由
喜

子
さ
ん
（
お
お
さ
か
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
セ
ン
タ

ー
専
門
相
談
員
／
大
阪
家
庭
裁
判
所
本
庁
家
事

調
停
委
員)

が
登
壇
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
昨
年

度
、
大
阪
家
庭
裁
判
所
で
扱
っ
た
調
停
事
件
は
９

５
０
０
件
を
超
え
、
ま
す 

ま
す
増
加
傾
向
。
「
入

り
口
は
あ
る
が
出
口
の
見
え
な
い
調
停
」
「
漂
流
す

る
調
停
」
と
揶
揄
さ
れ
な
が
ら
も
、
当
事
者
を
エ

ン
パ
ワ
ー
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
目
指
す
調
停
委

員
の
姿
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
調
停
委
員
と
い
う
形

で
と
っ
く
に
裁
判
員
制
度
よ
り
も
と
っ
く
に
昔
に

裁
判
に
一
般
市
民
が
調
停
委
員
と
し
て
参
加
し
て

い
た
日
本
。
そ
の
「
調
停
」
と
い
う
制
度
を
ア
メ
リ

カ
等
が
マ
ネ
を
し
始
め
て
い
た
り
す
る
話
も
驚
き

で
し
た
。
白
黒
つ
け
る
西
洋
の
文
化
と
は
違
う
日

本
の
調
停
と
い
う
グ
レ
ー
で
、
家
族
的
な
着
地
点

が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
発
見
で
し

た
。 次

回
、
第
２
回
の
研
究
会
の
ご
案
内 

       

●
日
時
：
９
月
１
０
日
（
金
）
１
９
時
か
ら
２
１
時 

●
場
所
：
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
６
Ｆ
第
１
会
議
室 

●
テ
ー
マ
：
少
年
サ
ポ
ー
ト
と
は
何
か
―
彷
徨
う

少
年
か
ら
み
え
て
く
る
自
立
へ
の
支
援 

●
ゲ
ス
ト
：
北
谷
多
樹
子
さ
ん
（
大
阪
府
警
察
本

部
生
活
安
全
部
少
年
課 

岸
和
田
少
年
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
少
年
補
導
職
員
） 

内
容
：
北
谷
さ
ん
は
児
童
福
祉
、
障
碍
者
福
祉
、

家
族
支
援
の
現
場
に
心
理
職
と
し
て
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
経
歴
を
活
か
し
、
現
在
は
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
少
年
サ
ポ
ー
ト
と
は
何
か
、
少
年
の
現
実

か
ら
み
え
て
く
る
私
た
ち
の
人
間
環
境
や
家
族
関

係
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
発
達
の
可
塑
性
を
徹

底
し
て
対
人
援
助
に
活
か
す
と
は
ど
う
い
う
厳
し

い
緊
張
を
は
ら
む
の
か
等
の
興
味
津
々
の
話
し
を

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご

参
加
頂
け
ま
す
。
年
４
回
ほ
ど
の
研
究
会
を
予
定
。 

  

学
会
と
い
え
ば
、
学
会
誌
！ 

い
よ
い
よ
、
論
文
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す 

 
 

学
会
誌
で
も
、
私
た
ち
対
人
援
助
学
会
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
き
ま

す
！ 
学会誌 
論文を投稿く

ださい。  

研究会 
どなたでも参

加できます。  

対
人
援
助
職
者
の
つ
な
が
り
か
ら
、
社
会
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。 

 
 

定
期
的
な
研
究
会
で
、
常
に
対
人
援
助
学
会
は
動
い
て
い
ま
す
。 
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対
人
援
助
学
マ
ガ
ジ
ン
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

「
対
人
援
助
学
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
マ
ガ
ジ
ン
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、
ど
な
た

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
ペ
ー
ジ
数
は
約
８
０
ペ
ー
ジ
。
そ
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
と
内
容
の
充
実
具
合
か
ら
、
事
務
局
に
は
「こ
れ

だ
け
の
も
の
を
タ
ダ
で
い
た
だ
い
て
い
い
ん
で
す

か
？
」
と
問
い
合
わ
せ
が
来
た
ほ
ど
。
そ
の
内
容
は
、

福
祉
現
場
の
話
、
出
版
現
場
の
話
、
心
理
現
場
の

話
、
幼
稚
園
現
場
の
話
、
映
画
の
話
…
な
ど
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
ま
さ
に
雑
誌
で
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
マ
ガ
ジ
ン
は
す
べ
て
連
載
で
、
連

載
限
定
と
し
て
学
会
員
が
執
筆
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
４
回
、
発
刊
予
定
。
例
え
ば
、
５
年
も
継
続

す
る
と
、
執
筆
者
に
は
、
新
書
１
冊
分
の
原
稿
が

た
ま
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
ド
リ
ー
ム
企
画
で
も
あ
る
の
で
す
。
い
ざ
、
本

を
出
そ
う
と
執
筆
す
る
の
は
大
変
で
す
が
、
少
し

ず
つ
書
き
貯
め
て
い
く
と
い
う
形
は
、 

  

      

多
く
の
人
に
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
ま
す
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
と
い
う
こ
と
で
、
紙
面
の
制

限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
創
刊
号
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
ま
し
た
が
、
第
２
号
か
ら
、
新
し
く
執
筆
さ
れ

る
方
も
決
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
新
連
載

予
告
と
し
て
は
、
世
界
遺
産
屋
久
島
の
地
で
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
、
そ
し
て
そ
の
会
社
の
代
表

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
野
睦
さ
ん
で
す
。
島

を
あ
げ
て
の
祭
り
「や
く
し
ま
森
祭
り
」
を
企
画
、

運
営
、
マ
ス
コ
ミ
、
行
政
で
の
環
境
、
観
光
の
要
職

も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

会
員
で
、
執
筆
し
た
い
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
読
ん
で
、
書
い
て
、

楽
し
む
マ
ガ
ジ
ン
に
も
、
こ
う
ご
期
待
！ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
方
は
、
現

在
、
マ
ガ
ジ
ン
を
製
本
し
た
も
の
が
数
に
限
り
は

あ
る
の
で
す
が
ご
ざ
い
ま
す
。
１
０
０
０
円
（
印
刷
、

製
本
代
）
で
お
わ
け
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

  

                            

                          

い
ま
ま
で
の
学
会
に
な
か
っ
た
も
の
！ 

ネ
ッ
ト
か
ら
誰
で
も
ゲ
ッ
ト
！ 

 
 

対
人
援
助
職
者
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
そ
し
て
連
載
限
定
の

雑
誌
！ 

マガジン 
援助職者の連

載を楽しもう。 

対人援助学会第２回大会の翌日 11 月 7 日（日）には、引き続き 

「2010 対人援助フォーラム 動き出した新しい人間科学の実践」を開催いたします。 

基調講演 『対人援助職の職場における組織マネジメント』をはじめとして、多数の分科会が行われます。 

立命館大学大学院応用人間科学研究科校友会メンバーの講師による最先端の対人援助実践に 

かかわる分科会を行います。 

詳細は、立命館大学大学院応用人間科学研究科校友会 HP http://www.r-gsshsa.jp/ をご覧ください。 

◆対人援助学会に関するお問い合わせ◆ 
■対人援助学会事務局（〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1  

立命館大学大学院応用人間科学研究科 内）担当：鈴木  TEL：075-465-8375  FAX：075-465-8364 

■事務担当（〒540-0021 大阪市中央区大手通 2-4-1 リファレンス 内）TEL/FAX：06-6910-0103 

  E-mail：info@humanservices.jp 

■対人援助学会ホームページ http://www.humanservices.jp/index.html 

・編集 千葉 

 


